
佐柿国吉城　越前朝倉氏の攻撃を約１０年間

も耐え抜き「難攻不落の城」として讃えられた佐柿

国吉城。織田信長が北陸への勢力拡大の拠点とし

た山城です。NHK大河ドラマ「麒麟がくる」でも注目

されています。
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議案・採決一覧‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10～11

一般質問‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12～15

美浜町小・中学校運動会‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16

編集後記‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16

43
No.

若狭国吉城資料館

イラスト ： 香川元太郎　監修：中井均　協力：若狭国吉城歴史資料

初出文献 ： 『歴史群像』156号（㈱学研プラス発行）令和元（2019）年

秋号



2みはま議会だより　2020年秋号

をつくりました！

この度、議会の観光 PR ポロシャツに国吉城

のロゴと城主粟屋氏の家紋を採用していただき

ました。

続日本 100 名城にして郷土の誇り、『難攻不落』

の国吉城を、議員の皆様に様々な場面で背負っ

ていただければ、PR 効果は絶大かと存じます。

今後も、観光資源を活かしたまちづくり

を促進する取り組みに、期待と関心を寄せ

ております。

若狭国吉城歴史資料館館長  大野康弘

観光資源を活かしたまちづくりに期待
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観光PRポロシャツ

今回、美浜町のイメージアップを願い、町の観光ロゴが入ったポロシャツを作成しま

した。ポロシャツは紺色でピンクのライン（他色もあり）が入っており、右胸には「地域

愛」背面には「国吉城址」のロゴがデザインされ、美浜町への地域愛と続日本 100 名城

に選ばれた国吉城址の PR につなげたいと考え、これを着用して議会などに臨んでいま

す。今年はコロナウイルス感染症で県外へ出られませんが、解除になった時にはこのポ

ロシャツを着て美浜町をアピールしたいと思います。（竹仲記）

▲ 議会の観光 PR ポロシャツ（前面）

竹仲議長

議員全員が自費を出して統一したデザインにしました。

議会の観光 PR ポロシャツ（背面）▶
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ン整備事業
GIGA
スクール
整備事業

農林水産業費 ７６３万円

教育費 ５,０６２万円

GIGA スクール構想

の実現に向け、小中学

校において、学習用タ

ブレット端末を児童・

生徒１人に１台を整備

する費用です。

美浜町エネルギービジョンに基づき、農業

施設で再生可能エネルギーを利用しながら光

熱水費の低減と排出ガスの削減を図ります。

再生可能エネルギーの普及の必要性につい

て理解を深めてもらい、エネルギー構造転換

に対する理解の促進を図る目的があります。

町が設置する観光農園と研修施設を活用

し、再生可能エネルギーの利用可能性調査

を実施して基本計画を策定するための費用

です。（藤本記）

特業 集

利用計画策定事業

電池推進実証船（イメージ図）
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ここに

注目!

9月定例会

三方五湖ゾー
商工費 １,２６３万円

令和2年度

一般会計 補正予算（主要事業）

9月補正予算額
６億３,１１８万円

予算審議8ページ参照

補正予算で、美浜町レークセンター

（仮称）の建築工事実施設計業務委託料

と、当該施設に関する公有財産購入費

用が計上されました。この秋から久々

子湖において、電池推進船の実証実験

が実施される予定ですが、平行して美

浜町レークセンター建設に向けた投資

事業となります。電池推進船の基本性

能、バッテリーなどのメンテナンスコ

ストの確認が行われる予定です。「商業

ベースに見合う性能が出せるのか」と

議論になりました。（松下記）

新 事規

農業エネルギー

レークセンター（イメージ図）
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教
育
費

農
林
水
産

業
費

公
債
費

議
会
費

労
働
費

商
工
費

消
防
費

歳出総額　8 億 1,764 万円
構成比 9.1%

（主な事業）給食センター管理
運営事業

9,470 万円

1 回約 715 食、年間 175 日実施しました。

歳出総額　6 億 2,952 万円
構成比 7.0%

（主な事業）久々子湖再生強化事業
7,700 万円

　1 万㎡の浅場造成事業を支援しました。

歳出総額

3 億 8,106 万円

構成比 4.2%

令和元年度中の債務返済額
（元金）3 億 4,954 万円
（利子など）3,152 万円

歳出総額

9,483 万円

構成比 1.1%

議会だより発行などの
議会運営、議員報酬、
職員給料などに使用し
ました。

歳出総額

3,844 万円

構成比 0.4%

（主な事業）シルバー人材

センター運営費補助金

784 万円

歳出総額　6 億 8,017 万円
構成比 7.5%

（主な事業）三方五湖に浮かぶ
天空テラス整備事業

1 億 5,264 万円
レインボーライン山頂公園整備の

補助をしました。

歳出総額　5 億 1,821 万円
構成比 5.7%

（主な事業）敦賀美方消防組合負担金
2 億 7,890 万円

新たに消防ポンプ自動車を購入しました。
（佐田区）

令和元年度において、町では住民のみなさんの生活や福祉の向上のために、さまざまな施策を実行しまし

た。それに伴い支出した金額は、一般会計で 90 億 2,091万円となります。使われたお金がどのような成果

を上げているのかを主要な事業を選定して記載しました。

実施した仕事の成果！！

町
の
財
政
状
況
は
健
全
で
す

❶
実
質
赤
字
比
率

（
普
通
会
計
の
赤
字
比
率
で
、
早
期
健
全
化
基

準
は
11
・
25
～
15 

%
以
上
、
財
政
再
生
基
準

は
20 

%
以
上
。
）

　
令
和
元
年
度
の
赤
字
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

❷
連
結
実
質
赤
字
比
率

（
普
通
会
計
に
病
院
や
下
水
道
な
ど
公
営
事
業

会
計
を
合
わ
せ
た
連
結
の
赤
字
比
率
で
、
早

期
健
全
化
基
準
は
16
・
25
～
20 

%
以
上
、
財

政
再
生
基
準
は
30 

%
以
上
。
）

　
令
和
元
年
度
の
赤
字
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

❸
実
質
公
債
費
比
率

（
普
通
会
計
、
公
営
事
業
会
計
に
一
部
事
務
組

合
な
ど
を
合
わ
せ
た
単
年
度
の
借
金
返
済
額

が
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
で
、
早
期
健
全
化

基
準
は
25 

%
以
上
、
財
政
再
生
基
準
は
35 

%

以
上
。
）

　

基
準
を
下
回
る
9
・
2
%
で
し
た
。

❹
将
来
負
担
比
率

（
第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
も
含
め
、
自
治
体
が
将

来
的
に
負
担
す
べ
き
借
金
の
残
高
が
財
政
規

模
の
何
倍
か
を
示
す
も
の
で
、
早
期
健
全
化

基
準
は
350 

%
以
上
。
）

　
前
年
度
か
ら
16
・
1

ポ
イ
ン
ト
低
く
な
り
、

74
・
4
%
と
大
き
く
改
善
し
ま
し
た
。
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民
生
費

土
木
費

歳出総額　19 億 1,189 万円　構成比 21.2%
（主な事業）保健福祉センター大規模改修事業

4 億 9,219 万円

子ども・子育てサポートセンターの整備、ふれあい

広場・はあとホール天井の改修などを行いました。

歳出総額　8 億 7,298 万円　構成比 9.7%
（主な事業）町道佐柿・郷市線道路改良事業

2 億 1,194 万円

耳川橋の改築工事と景観工事を実施しました。

衛
生
費

出総額　11 億 4,331 万円　構成比 12.7%
（主な事業）美浜・三方環境衛生組合負担金

2 億 4,808 万円

令和元年度廃棄物処理施設費負担割合

美浜町 54.1%　若狭町 45.9%

保健福祉センターはあとぴあ

耳川橋

エコクル美方

9月定例会

令和元年度決算（概要）

住民のために
令和元年度決算（概要）

総
務
費

歳出総額　19 億 3,283 万円　構成比 21.4%
（主な事業）公共用地等太陽光発電設備整備事業

2 億 8,360 万円

産業団地内において、売電収入を活用した企業誘致施

策を推進するため、太陽光発電施設を整備しました。

一般会計の歳出決算額

予算審議8ページ参照

９０億２,０９１万円

若狭美浜インター産業団地太陽光発電所
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げんげんメニュー

予
算
決
算

常
任
委
員
会

付
託
案
件
17
件

新
規
・
拡
充
事
業
に
必
要
な

予
算
を
審
議

!

◎
令
和
2
年
度
美
浜
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
7
号
）

（
農
林
水
産
業
費
）

問

農
業
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
計
画
策
定

事
業

7
6
3

万
円
は
、
ど
う
い
う

内
容
か
。

答

農
業
用
ハ
ウ
ス
に
、
太
陽
光
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
で
き
な
い
か
と
考
え
て
お

り
、
そ
の
計
画
策
定
委
託
料
で
あ
る
。

（
商
工
費
）

問

三

方

五

湖

ゾ

ー

ン

整

備

事

業

1
2
6
3

万
円
に
つ
い
て
、
新
た

な
レ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
は
、
民
間
の
建
物
を

残
し
た
ま
ま
の
設
計
に
な
る
の
か
。
土
地

の
収
用
に
も
複
雑
な
事
情
が
あ
る
と
聞
く

が
、
こ
の
場
所
で
い
い
の
か
。

答

新
レ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
は
、
残
る
民

間
所
有
の
建
物
と
土
地
以
外
の
部

分
で
進
め
る
。
整
備
予
定
地
は
、
購
入
ま

た
は
寄
付
に
よ
り
町
の
所
有
と
な
る
見
込

み
で
あ
る
。
ま
た
、
新
た
に
建
設
す
る
建

屋
は
、
建
築
面
積
2
0
0
㎡
程
度
の
比
較

的
小
さ
な
2
階
建
て
で
、
周
り
の
一
帯
は

駐
車
場
に
な
る
。
場
所
は
、
ボ
ー
ト
コ
ー

ス
や
国
定
公
園
の
規
制
も
あ
り
、
今
の
場

所
が
最
良
と
の
結
論
に
な
っ
た
。

（
教
育
費
）

問

G
I
G
A

ス
ク
ー
ル
整
備
事
業

5
0
6
2

万
円
に
つ
い
て
、
オ
ン

ラ

イ

ン

学

習

も

行

う

と

い

う

が
、

W
i
F
i

環
境
が
な
い
と
家
に
持
ち
帰
っ

て
自
由
に
使
え
な
い
の
で
、
そ
の
整
備
が

必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

答

自
宅
に

W
i
F
i

環
境
が
な
い
場

合
に
は
、
当
面
、
学
校
や
近
く
の

公
共
施
設
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る

と
思
う
。
現
状
は
、
W
i
F
i

環
境
の
な

い
公
共
施
設
も
あ
り
、
整
備
す
る
こ
と
も

考
え
る
必
要
が
あ
る
。

事
業
の
成
果
を
確
認

!

◎
令
和
元
年
度
美
浜
町
歳
入
歳
出
決
算

（
歳
入
全
般
）

問

積
立
金
残
高
の
40

憶

6
7
0
4

万

円
に
つ
い
て
、
国
が
貯
め
込
み
と

み
な
し
て
財
源
カ
ッ
ト
に
動
く
懸
念
は
な

い
の
か
。

答

積
立
金
の
多
寡
に
よ
っ
て
削
減
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
。

（
総
務
費
）

問

健
康
楽
膳
拠
点
施
設
「
こ
る
ぱ
」
の

関
連
事
業
に
つ
い
て
、
開
業
か
ら
1

年
が
経
過
し
、
タ
ニ
タ
と
の
連
携
や
健
康

促
進
に
繋
が
る
実
績
は
出
て
い
る
の
か
。

答

げ
ん
げ
ん
レ
シ
ピ
に
基
づ
く
ラ
ン

チ
メ
ニ
ュ
ー
や
タ
ニ
タ
と
の
コ
ラ

ボ
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
、
健
康
づ
く
り
に

寄
与
し
て
い
る
。
直
売
所
に
お
い
て
は
現

在
30
社
程
度
ま
で
増
え
て
お
り
、
生
産
者

の
意
欲
向
上
に
繋
が
っ
て
い
る
。

（
農
林
水
産
業
費
）

問

久

々

子

湖

再

生

強

化

事

業

7
7
0
0

万
円
は
、
シ
ジ
ミ
の
ブ
ラ

ン
ド
力
ア
ッ
プ
に
向
け
て
約

1
0
0
0
0
㎡

の
浅
場
造
成
を
行
っ
て
い
る
。
浅
場
面
積

と
収
穫
量
に
つ
い
て
、
整
備
前
と
現
状
の

比
較
は
で
き
る
の
か
。

答

浅
場
面
積
は
約
7
5
0
0
㎡
か
ら

約
1
0
0
0
0

㎡

造

成

し

て

約

1
7
5
0
0
㎡
に
な
っ
た
。
整
備
前
の
収

穫
量
は
約
3
・
5
ト
ン
に
な
る
が
、
収
穫

量
の
成
果
が
現
れ
る
の
は
こ
れ
か
ら
で
あ

る
。
久
々
子
湖
の
し
じ
み
は
美
味
し
い

と
評
判
で
有
り
、
増
産
し
て
特
産
化
し

た
い
。

（
商
工
費
）

問

三

方

五

湖

ゾ

ー

ン

整

備

事

業

2

億

5
8
1
3

万
円
は
、
電
池
推

進
実
証
船
の
開
発
に
か
か
わ
る
費
用
で
あ

る
。
実
証
船
の
性
能
が
目
標
に
至
ら
な

か
っ
た
場
合
は
、
商
業
的
な
利
用
を
中
止

す
る
の
か
。

答

目
標
と
す
る
基
本
的
な
性
能
・
仕

様
は
当
初
の
計
画
か
ら
変
更
は
な

い
。
船
の
速
度
・
航
続
距
離
・
電
池
の
容

量
な
ど
、
試
験
を
行
い
な
が
ら
課
題
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。　

  

（
梅
津
記
）

常
任
委
員
会
の
動
き
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総
務
文
教

常
任
委
員
会

請
　
願
　
2
件

陳
　
情
　
2
件

◎
日
本
政
府
に
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
へ
の

賛
同
と
批
准
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
関
す
る
請
願

・
政
府
に
対
し
、
「
唯
一
の
被
爆
国
と
し

て
米
国
の
『
核
の
傘
』
か
ら
の
離
脱
と
、

同
条
約
へ
の
賛
同
と
批
准
を
求
め
る
請

願
」
は
、
賛
成
多
数
で
採
択
に
な
り
ま

し
た
。

◎
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
の
老
朽
原
発
運
転
と

再
稼
働
準
備
工
事
の
停
止
を
求
め
る
請
願

・
政
府
に
対
し
、
「
老
朽
化
に
よ
る
原
発

の
事
故
リ
ス
ク
が
拡
大
し
、
工
事
中
の

人
身
事
故
も
散
発
す
る
中
、
原
発
の
工

事
現
場
は
『
三
密
』
で
あ
る
こ
と
。
加
え

て
役
員
の
金
品
受
領
問
題
に
よ
り
、
関

電
に
は
法
令
順
守
の
姿
勢
が
な
い
こ
と

の
理
由
で
、
美
浜
３
号
機
の
廃
炉
を
求

め
、
か
つ
１
・
２
号
機
の
廃
炉
作
業
と

３
号
機
の
再
稼
働
準
備
作
業
の
即
時
停

止
を
求
め
る
請
願
」
は
、
賛
成
少
数
で

不
採
択
に
な
り
ま
し
た
。

◎
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意

見
書
採
択
に
つ
い
て
の
陳
情

に
よ
っ
て
は
区
域
に
よ
っ
て
負
担
額
が

違
う
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
美
浜
町
の
場

合
は
負
担
額
を
均
等
に
し
て
い
る
。

県
道
と
し
て
認
定
さ
れ
る
時
期

は
！

◎
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

問

原
子
力
制
圧
道
路
が
県
道
と
し
て

認
定
さ
れ
る
時
期
は
い
つ
な
の
か
。

答

既
に
県
道
と
し
て
認
定
さ
れ
、
現

在
、
佐
田
竹
波
敦
賀
線
の
旧
道
と

新
道
が
両
方
と
も
県
道
で
あ
る
。

佐
田
竹
波
敦
賀
線
　
町
道
認
定

が
必
要
か

!

◎
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

問

旧
道
の
佐
田
竹
波
敦
賀
線
を
町
道

認
定
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
疑
問

で
あ
る
。

答

県
と
し
て
町
が
示
し
た
12
項
目
の

条
件
工
事
を
進
め
る
た
め
に
は
、

町
道
認
定
し
た
と
い
う
告
示
の
写
し
を

つ
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。　

  

（
仲
嶌
記
）

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問

坂
尻
地
区
、
佐
柿
地
区
と
も
償
却

年
数
（
借
金
）
が
残
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
ど
う
す
る
の
か

?

答

坂
尻
地
区
の
施
設
は
、
今
壊
す
と

約
78
万
円
の
補
助
金
を
返
還
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
償
却
年
数
が
過
ぎ
る
ま

で
置
い
て
お
き
た
い
。
佐
柿
地
区
の
施
設

は
、
約

3
8
5

万
5
千
円
の
補
助
金
を

返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
中
の
設
備
を

撤
去
し
、
償
却
年
数
が
過
ぎ
る
ま
で
倉
庫

と
し
て
使
い
た
い
。

区
域
の
違
い
で
負
担
金
の
増

が
あ
る
の
か

!

◎
美
浜
町
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負

担
金
及
び
分
担
金
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

問

第
1

負
担
区
と
第
3

負
担
区
の
違

い
に
つ
い
て
、
区
域
内
の
工
事
の

期
間
に
よ
っ
て
負
担
金
や
分
担
金
が
高
く

な
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

答

工
事
に
か
か
っ
た
費
用
を
パ
ー
セ

ン
ト
（
%
）
や
負
担
割
合
に
応
じ
て

負
担
し
て
も
ら
う
区
分
け
と
な
る
。
市
町

・
政
府
に
対
し
「
人
口
減
少
・
超
高
齢
化　

が
進
む
地
方
自
治
体
に
は
、
複
雑
な
行　

政
需
要
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、
加
え
て
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
や
大

規
模
災
害
等
の
緊
急
課
題
に
直
面
し
て

お
り
、
２
０
２
１
年
度
予
算
編
成
で
の

的
確
な
対
応
を
求
め
る
陳
情
」
は
、
全

員
賛
成
で
採
択
に
な
り
ま
し
た
。

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
伴
う
地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対

し
地
方
税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
陳
情

・
政
府
に
対
し
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

拡
大
に
よ
り
、
地
方
財
源
の
激
減
が
避

け
ら
れ
な
い
中
、
地
方
自
治
体
は
、
従

来
の
広
範
で
複
雑
な
行
政
需
要
へ
の
対

応
に
加
え
、
感
染
症
対
策
も
迫
ら
れ
る

た
め
、
令
和
３
年
度
に
向
け
、
確
実
な

対
応
を
要
望
す
る
陳
情
」
は
、
全
員
賛

成
で
採
択
に
な
り
ま
し
た
。   

（
高
橋
記
）

産
業
厚
生

常
任
委
員
会

付
託
案
件
4
件

残
る
償
却
年
数
は
ど
う
す
る

の
か

!

◎
美
浜
町
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を



10みはま議会だより　2020年秋号

第 4 回 件　　　　　　　　　名 委員会付託 議決結果 対応ページ

議案第 64 号 専決処分の承認を求めることについて（令和2年度美浜町一般会計補正予算第5号） - 可決

議案第 65 号 令和 2 年度美浜町一般会計補正予算（第 6 号） - 可決

懲　罰 仲嶌正一君に対する懲罰の件   - 可決
（懲罰「陳謝」を科す）

P11

第 5 回 件　　　　　　　　　名 委員会付託 議決結果 対応ページ

議案第 66 号 令和 2 年度社会資本整備交付金事業（除雪機械購入その２）物品購入契約について - 可決

議案第 67 号 令和元年度美浜町一般会計歳入歳出決算の認定について

予算決算

可決 P6.7.8

議案第 68 号 令和元年度美浜町診療所事業特別会計歳入歳出決算の認定について 可決

議案第 69 号 令和元年度美浜町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 可決

議案第 70 号 令和元年度美浜町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について 可決

議案第 71 号 令和元年度美浜町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 可決

議案第 72 号 令和元年度美浜町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 可決

議案第 73 号 令和元年度美浜町集落排水処理事業特別会計歳入歳出決算の認定について 可決

議案第 74 号 令和元年度美浜町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 可決

議案第 75 号 令和元年度美浜町産業団地事業特別会計歳入歳出決算の認定について 可決

議案第 76 号 令和元年度美浜町住宅団地事業特別会計歳入歳出決算の認定について 可決

議案第 77 号 令和元年度美浜町道路用地取得事業特別会計歳入歳出決算の認定について 可決

議案第 78 号 令和元年度美浜町上水道事業会計決算の認定について 可決

議案第 79 号 令和 2 年度美浜町一般会計補正予算（第 7 号） 可決 P4.5.8

議案第 80 号 令和 2 年度美浜町診療所事業特別会計補正予算（第 2 号） 可決

議案第 81 号 令和 2 年度美浜町介護保険事業特別会計補正予算（第 2 号） 可決

議案第 82 号 令和 2 年度美浜町集落排水処理事業特別会計補正予算（第 2 号） 可決

議案第 83 号 令和 2 年度美浜町産業団地事業特別会計補正予算（第 1 号） 可決

議案第 84 号
美浜町集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

産業厚生

可決 P9

議案第 85 号
美浜町公共下水道事業受益者負担金及び分担金に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

可決 P9

議案第 86 号 町道路線の廃止について 可決 P9

議案第 87 号 町道路線の認定について 可決 P9

議案第 88 号
令和 2 年度美浜町ケーブルテレビ施設更新工事（令和 2 年度（当初）高度無線環境
整備推進事業及び地域ケーブルテレビネットワーク整備事業）請負契約について

- 可決

議案第 89 号 令和 2 年度エネルギーマネジメントシステム工事請負契約について - 可決

議案第 90 号 土地の処分について - 可決

同意第 13 号 美浜町教育長の任命につき同意を求めることについて - 同意

同意第 14 号 美浜町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて - 同意

同意第 15 号 美浜町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて - 同意

請願第 1 号 日本政府に「核兵器禁止条約」への賛同と批准を求める意見書の提出に関する請願

総務文教

不採択 P9

請願第 2 号 新型コロナ禍での老朽原発運転と再稼働準備工事の停止を求める請願書 不採択 P9

陳情第 2 号 地方財政の充実・強化を求める意見書採択について 採択 P9

陳情第 3 号
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財
源の確保を求める意見書について

採択 P9

※略称　＜予算決算＞・・・予算決算常任委員会　　＜総務文教＞・・・総務文教常任委員会　　＜産業厚生＞・・・産業厚生常任委員会

第4回臨時会・第5回美浜町議会定例会　議案

議会最終日には、契約議案や教育長・教育委員会委員の任命についての同意案件などが追加提出

されました。教育長には 森本克行 氏が再任されました。
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陳

 

謝

 

文

討

論

概

要

私
は
、
2
0
2
0

年
6
月
8
日
に
開
催
さ

れ
た
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、 「
が

ん
ば
る
美
浜
人
応
援
商
品
券
発
行
事
業
」
の

商
品
券
の
受
け
取
り
方
法
に
つ
い
て
、
郵
便

業
務
を
軽
視
し
、
妨
げ
る
よ
う
な
発
言
を
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
回
の
「
虚
偽
の
告
発
・
不
穏
当
発
言
」
は
、

私
が
商
品
券
の
受
け
取
り
に
つ
い
て
、
家
族

に
事
実
確
認
を
せ
ず
、
身
勝
手
な
思
い
込
み

で
発
言
を
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
原
因
で
す
。

郵
便
事
業
者
に
対
し
て
不
当
で
不
快
な
発

言
を
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
議
会
の
秩
序
を

乱
し
、
議
会
運
営
、
行
政
の
業
務
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
深
く
お
詫

び
を
申
し
上
げ
、
お
許
し
を
い
た
だ
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
会
期
中
の
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、

発
言
の
取
消
し
手
続
き
に
つ
い
て
詳
細
な
説

明
を
受
け
て
お
き
な
が
ら
、
「
虚
偽
の
告
発
・

不
穏
当
発
言
」
の
取
消
し
の
手
続
き
を
行
わ

な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
議
会
議
員
と

し
て
思
慮
が
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
、
地
方
自
治
法
及
び
美
浜
町
議
会
基

本
条
例
、
美
浜
町
議
会
会
議
規
則
に
違
反
し
、

議
会
議
員
と
し
て
の
資
質
を
欠
い
た
行
為
を

反
省
し
て
い
ま
す
。
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う

議
会
の
品
位
を
保
持
し
、
秩
序
を
守
る
よ
う

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
議
会
議
員
と
し
て
自

己
研
鑽
や
資
質
の
向
上
に
努
め
、
議
会
の

ル
ー
ル
及
び
法
律
を
厳
守
い
た
し
ま
す
。

私
は
、
こ
こ
に
深
く
反
省
し
、
陳
謝
し
ま
す
。

令
和
2
年
8
月
18
日

美
浜
町
議
会
議
員　

仲　

嶌　

正　

一

◎
議
案
第
67
号
　
令
和
元
年
度
美
浜
町
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

【
反
対
討
論
】

電
池
推
進
船
の
シ
ス
テ
ム
開
発
・
実
証

実
験
な
ど
、
予
算
の
執
行
を
認
め
て
い
な

い
事
業
が
多
く
あ
る
。 

（
河
本
議
員
）

◎
議
案
第
68
号
　
令
和
元
年
度
美
浜
町
診

療
所
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

【
反
対
討
論
】

執
行
で
き
る
必
要
な
予
算
が
あ
り
な
が

ら
、
1
名
退
職
し
た
看
護
師
の
補
充
が
出

来
て
い
な
い
。 

（
河
本
議
員
）

◎
議
案
第
79
号
　
令
和
2
年
度
美
浜
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
7
号
）

◎
議
案
第
83
号
　
令
和
2
年
度
美
浜
町
産
業

団
地
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

【
反
対
討
論
】

未
収
用
地
の
た
め
に
か
け
る
工
事
費
用

が
発
生
す
る
こ
と
自
体
が
税
金
の
無
駄
で

あ
る
。 

（
河
本
議
員
）

◎
議
案
第
86
号
　
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

◎
議
案
第
87
号
　
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

【
反
対
討
論
】

旧
道
の
佐
田
竹
波
敦
賀
線
の
町
道
認
定

議席順に掲載（○賛成  ×反対  －欠席  □退席）※議長（竹仲良廣）は採決に加わりません。反対または退席があった議案だけ載せています。

仲嶌 髙橋 寺田 梅津 河本 辻井 川畑 松下 﨑元 山口 藤本 兵庫 北村

第 4 回 懲　罰 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第 5 回

議案第 67 号 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 68 号 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 79 号 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 83 号 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案題 86 号 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 87 号 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 89 号 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請願第 1 号 〇 × 〇 × 〇 × × 〇 × × × 〇 ×

請願第 2 号 × × 〇 × 〇 × × 〇 × × × × ×

賛否が分かれた議案

は
不
要
。
県
の
責
任
に
お
い
て
道
路
を
維

持
管
理
す
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
。

 

（
河
本
議
員
）

◎
請
願
第
1
号
　
日
本
政
府
に
「
核
兵
器

禁
止
条
約
」
へ
の
賛
同
と
批
准
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
請
願

【
反
対
討
論
】

核
軍
縮
を
進
め
る
た
め
に
は
、「
人
道
」
と
「
安

全
保
障
」
の
２
つ
の
観
点
が
重
要
。
核
兵
器
禁
止

条
約
で
は
、
安
全
保
障
の
観
点
が
な
く
な
り
国
民

を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
る
。　

 

（
川
畑
議
員
）

【
賛
成
討
論
】

み
な
さ
ん
と
と
も
に
「
核
兵
器
廃
絶
・

核
兵
器
の
な
い
世
界
の
平
和
」
へ
、
一
歩

ず
つ
前
進
し
て
い
き
た
い
。 

（
河
本
議
員
）

◎
請
願
第
2
号
　
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
の
老

朽
原
発
運
転
と
再
稼
働
準
備
工
事
の
停

止
を
求
め
る
請
願
書

【
賛
成
討
論
】

社
会
的
信
頼
の
な
い
関
電
に
原
発
を
運

転
す
る
資
格
は
な
い
。 

（
河
本
議
員
）

◎
議
案
第
89
号
　
令
和
2
年
度
エ
ネ
ル

ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
工
事
請

負
契
約
に
つ
い
て

【
反
対
討
論
】

「
き
い
ぱ
す
」
へ
の
過
剰
な
設
備
投
資
は
、

い
く
ら
や
っ
て
も
税
金
の
無
駄
で
あ
る
。

 

（
河
本
議
員
）
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一 般 質 問 9月定例会では4人の議員が一般質問に立ち、

町行政のあり方について、問いただしました。

河
こう

本
もと

 猛
たけし

 議員

問

農
業
に
大
規
模
化
や
競
争
力
強
化

を
押
し
つ
け
、
中
小
の
家
族
経
営

は
非
効
率
と
し
て
切
り
捨
て
て
き
た
国

の
政
策
が
、
美
浜
町
に
適
し
て
い
る
と

は
思
え
な
い
。
家
族
農
業
、
小
規
模
農

業
へ
の
本
格
的
な
支
援
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
。
町
の
独
自
施
策
で
所
得
補
償

制
度
を
つ
く
る
な
ど
、
国
に
対
し
て
も

農
産
物
の
価
格
補
償
と
所
得
補
償
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
を
求
め
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

町長

国
の
食
料
農
業
農
村
基
本
計
画

で
、
農
業
の
合
理
化
、
担
い
手

の
確
保
な
ど
に
加
え
、
中
山
間
地
域

等
の
農
村
に
人
が
住
み
続
け
る
た
め

の
条
件
整
備
、
中
小
家
族
経
営
農
業

な
ど
、
多
様
な
人
材
の
活
躍
が
位
置

づ
け
さ
れ
た
。

町
と
し
て
も
国
や
県
が
行
う
所
得
補
償

制
度
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な

る
支
援
策
を
求
め
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
不
採
算
農
地
へ
の
耕
作
補
助
や
機

械
購
入
補
助
、
小
規
模
農
家
が
持
続
的

に
農
業
を
続
け
ら
れ
る
た
め
の
独
自
支

援
策
を
充
実
・
強
化
し
て
い
き
た
い
。

問

民
間
の
施
設
は
感
染
症
対
策
に

追
わ
れ
「
う
ち
で
感
染
者
や
ク

ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
ら
、
地
域
で
の

事
業
や
生
活
が
で
き
な
く
な
る
」
と
い

う
大
き
な
不
安
を
抱
え
て
い
る
。
観
光

宿

泊

施

設

で
、

感

染

者

や

ク

ラ

ス

タ
ー
が
発
生
し
た
場
合
の
廃
業
・
倒

産
の
リ
ス
ク
を
考
え
れ
ば
、
休
業
し

て
も
持
続
可
能
な
補
償
制
度
を
確
立

す
る
こ
と
が
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
の
観

光
産
業
の
維
持
・
継
続
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
。

問

美
浜
原
発
か
ら
原
子
力
機
構
の

「
も
ん
じ
ゅ
」
は
約
4

・
5

キ
ロ
、

日
本
原
電
の
敦
賀
原
発
ま
で
が
約
7

・

5

キ
ロ
と
、
敦
賀
半
島
に
立
地
す
る
原

発
群
は
、
同
時
事
故
訓
練
を
行
う
高
浜
・

大
飯
原
発
よ
り
距
離
が
短
く
密
集
し
て

い
て
同
時
事
故
の
可
能
性
が
高
い
。
高

浜
・
大
飯
が
関
電
1

社
の
管
理
運
営
で

あ
る
の
に
対
し
、
敦
賀
半
島
で
は
3

社

が
混
在
し
て
い
る
。
指
揮
、
命
令
、
情

報
伝
達
が
一
本
化
さ
れ
な
い
と
同
時
事

町長

国
は
、
感
染
対
策
と
社
会
経
済
活

動
の
両
立
を
基
本
方
針
に
掲
げ
、

新
し
い
生
活
様
式
や
事
業
活
動
な
ど
の
実

践
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

町
は
、
観
光
産
業
の
維
持
、
継
続
に
向

け
、
補
助
制
度
の
創
設
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
実
施
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
対
策
が
事
業

者
の
売
上
げ
回
復
や
新
た
な
顧
客
の
獲
得

に
つ
な
が
る
成
果
を
上
げ
て
き
て
い
る
。

今
後
も
町
内
事
業
者
の
状
況
、
感
染
拡
大

の
状
況
な
ど
を
十
分
に
踏
ま
え
、
必
要
な

施
策
を
適
時
実
行
し
て
い
き
た
い
。

故
へ
の
対
応
が
複
雑
化
し
て
混
乱
を
来

た
す
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
企
業
体
が

異
な
る
3

社
の
原
発
同
時
事
故
訓
練
は

必
然
で
は
な
い
か
。

町長

防
災
避
難
対
策
に
つ
い
て
は
様
々

な
事
象
を
想
定
し
な
が
ら
、
常
に

継
続
し
実
効
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
今
後
も
国
や
県
と
連
携

を
し
な
が
ら
様
々
な
訓
練
を
継
続
し
て

実
施
す
る
こ
と
で
防
災
力
の
向
上
に
努

め
て
い
く
。

家
族
農
業
、
小
規
模
農
業
へ
の
本
格
的
な
支
援
を
！

答 

独
自
支
援
策
を
充
実
・
強
化
し
た
い

新
型
コ
ロ
ナ
禍 

休
業
し
て
も
持
続
可
能
な
補
償
制
度
の
確
立
を
！

答 

町
内
の
状
況
を
踏
ま
え
、
必
要
な
施
策
を
適
時
実
行
し
た
い

関
電
、
日
本
原
電
、
原
子
力
機
構
の
同
時
事
故
訓
練
は
必
然
！

答 

様
々
な
事
象
を
想
定
し
、
実
効
性
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
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町 政 を問う ！質問、返答については質問者の

文責で掲載しています。

辻
つじ

井
い

 雅
まさ

之
ゆき

 議員

問

地
域
の
公
民
館
運
営
の
制
度
改
革

が
行
わ
れ
て
5

年
が
経
過
す
る
が

活
動
状
況
は
ど
う
変
わ
っ
た
か
。

町長

平
成
27
年
度
に
北
西
郷
公
民
館

の
運
営
を
新
体
制
モ
デ
ル
と
し

て
進
め
、
次
年
度
か
ら
他
の
3
公
民
館

の
運
営
が
始
ま
り
、
現
在
は
各
地
区
運

営
委
員
会
を
設
け
、
実
践
活
動
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
交
流
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
原
動
力
と
考

え
、
地
域
の
声
や
成
果
・
課
題
も
踏
ま

え
な
が
ら
活
発
な
活
動
に
繋
が
る
よ
う

に
努
め
て
い
き
た
い
。

問

現
在
あ
る
４
地
域
の
公
民
館
は
、

専
用
建
物
で
な
い
の
で
色
々
な
面

で
使
い
勝
手
が
悪
い
。
廃
校
舎
利
用
の

場
合
は
大
き
す
ぎ
て
維
持
管
理
が
大
変

で
、
既
存
建
物
の
併
用
使
用
も
不
備
な

点
が
多
い
。
特
に
山
東
公
民
館
の
場
合

は
、
役
場
の
佐
田
出
張
所
と
共
用
し
て

お
り
、
活
動
は
佐
田
区
の
公
民
館
が
な

け
れ
ば
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
施
設

の
建
設
が
難
し
い
場
合
は
既
存
建
屋
の

改
修
等
の
手
段
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

問

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
の
中

に
、
若
者
と
の
交
流
促
進
が
あ

る
。
特
に
「
な
び
あ
す
」
に
は
若
者
の

姿
が
目
立
た
な
い
と
の
事
で
、
今
回
2

つ
の
事
業
を
展
開
す
る
が
そ
の
内
容
と

現
状
は
。

教育委員会
事務局長

「
な
び
あ
す
若
者
フ
ァ
ン
づ
く

り
事
業
」
の
主
体
と
な
る
実
行

委
員
会
の
立
ち
上
げ
で
、
本
年

地
域
公
民
館
活
動

の
実
態
は
！

答 

各
公
民
館
と
も
地
区
の
特
長

を
含
め
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

公
民
館
施
設
の
不
備
と
そ
の
改
善
の
必
要
性

答 

現
状
の
不
備
と
改
善
に
つ
い
て
は
運
営
委
員
会
の
意
向
を
踏
ま
え

課
題
の
把
握
に
努
め
て
い
く
。

な
び
あ
す
若
者
フ
ァ
ン
づ
く
り
事
業
の
取
り
組
み
の
状
況
は
！

答 

現
在
、
事
業
の
取
り
組
み
の
具
体
化
を
図
っ
て
い
る
。

度
中
に
広
く
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
取
り
入
れ
て
行

う
。
も
う
一
つ
の
「
子
ど
も
文
化
事
業
」

で
あ
る
取
り
組
み
は
、
将
来
的
な
長
期

展
望
か
ら
子
ど
も
合
唱
団
の
結
成
が
メ

イ
ン
で
現
在
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

教育
長

そ
れ
ぞ
れ
の
公
民
館
は
施
設
不
備

の
中
で
も
、
地
域
性
も
踏
ま
え
活

発
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
山
東
公
民

館
の
手
狭
な
の
は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
の
も
と
充
実
し
た
生

涯
学
習
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
企

画
運
営
に
対
し
ま
し
て
は
、
館
長
を
始

め
運
営
委
員
会
の
移
行
を
十
分
踏
ま
え
、

課
題
に
対
す
る
必
要
性
ま
た
重
要
性
に

つ
い
て
の
把
握
に
努
め
た
い
と
考
え
る
。

公民館の拠点「なびあす」

モデルとなった北西郷公民館
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一 般 質 問 9月定例会では4人の議員が一般質問に立ち、

町行政のあり方について、問いただしました。

川
かわ

畑
ばた

 忠
ただ

之
ゆき

 議員

問

国
吉
城
の
本
丸
の
建
設
、
城
主
居

館
の
復
元
、
大
規
模
な
る
国
吉
城

ま
つ
り
の
開
催
、
佐
柿
区
内
の
情
緒
あ

ふ
れ
る
整
備
に
対
し
て
の
方
針
は
。

町長

国
吉
城
の
周
辺
部
に
は
城
主
の
粟

屋
勝
久
公
の
墓
所
や
、
城
下
町
の

名
残
を
残
す
町
並
み
、
さ
ら
に
は
水
戸

浪
士
に
係
る
史
実
、
徳
賞
寺
の
だ
る
ま

絵
な
ど
、
多
く
の
観
光
資
源
が
存
在
す

る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
高
め
、

そ
れ
ぞ
れ
を
有
機
的
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
、
相
乗
効
果
的
に
も
本
当
に
魅
力
の

あ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
る
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

国
吉
城
本
丸
や
城
主
居
館
の
復
元
に
つ

い
て
は
、
今
後
資
料
を
収
集
し
て
、
検

討
委
員
会
を
は
じ
め
専
門
の
学
術
経
験

者
等
か
ら
広
く
意
見
を
伺
い
な
が
ら
研

究
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問

国
史
跡
の
指
定
後
の
計
画
は
、
史

跡
を
取
り
巻
く
環
境
や
価
値
の
整

理
を
し
て
、
史
跡
の
保
存
・
活
用
方
法

の
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

教育委員会
事務局長

説
明
板
設
置
等
の
初
期
整
備
を
進

め
な
が
ら
、
今
後
の
史
跡
指
定
地

の
公
有
化
、
史
跡
公
園
と
し
て
の

整
備
を
含
め
た
保
存
活
用
方
針
を
取
り

ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
内
容

を
具
体
化
す
る
た
め
、
施
策
の
計
画
期

間
を
短
期
、
中
期
、
長
期
に
区
分
し
、

段
階
的
に
保
存
活
用
を
進
め
て
い
く
。

問

再
稼
働
に
は
、
議
会
及
び
町
長

の
同
意
が
必
要
と
な
る
が
、
町

民
の
理
解
活
動
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

町長

昭
和
37
年
の
美
浜
発
電
所
1
号
機

の
誘
致
決
議
以
来
、
地
域
振
興
は

も
と
よ
り
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に

協
力
し
て
い
く
と
の
思
い
か
ら
、
半
世

紀
に
わ
た
り
原
子
力
と
共
生
す
る
ま
ち

国
吉
城
の
今
後
の

方
針
は
！

答 

町
と
地
域
が
一
体
と
な
り
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
の
構
築
を
進
め
る
。

興
道
寺
廃
寺
の
今
後
の
活
用
は
！

答 

史
跡
の
保
存
活
用
計
画
を
基
に
具
体
化
し
て
い
く
。

美
浜
発
電
所
３
号
機
再
稼
働
に
つ
い
て
、
住
民
理
解

を
ど
う
す
る
か
！

答 

住
民
対
話
や
広
報
み
は
ま
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
工
事
説
明
の
周
知
を
進
め
る
。

づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
一
環
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
か
ら
町
民
の
皆
様
に
、

原
子
力
発
電
を
取
り
巻
く
状
況
や
課
題
、

ま
た
、
美
浜
発
電
所
の
運
転
管
理
状
況

や
様
々
な
工
事
の
状
況
に
つ
い
て
、
住

民
対
話
や
広
報
み
は
ま
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
で
の
周
知
や
現
地
視
察
な
ど
、
い

ろ
ん
な
機
会
を
捉
え
、
分
か
り
や
す
く

理
解
で
き
る
取
組
を
重
ね
て
き
た
。

若狭国吉城歴史資料館

興道寺廃寺周辺古代景観復元イラスト図

美浜発電所
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町 政 を問う ！質問、返答については質問者の

文責で掲載しています。

梅
うめ

津
づ

 隆
たか

久
ひさ

 議員

問

平
成
26

年
度
末
時
点
で
の
基
幹
管

路
耐
震
管
率
は
上
水
道
24
・
1
%
、

簡
易
水
道
10
・
8
%

と
言
わ
れ
て
い
る
が

令
和
6

年
目
標
の
56 

%

に
達
成
で
き
る

の
か
。

町長

町
民
に
安
全
な
飲
料
水
を
常
時
、

豊
富
、
低
廉
に
供
給
す
る
事
を
目

的
と
し
た
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
こ

と
か
ら
新
・
美
浜
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に

基
づ
き
管
路
の
老
朽
化
、
自
然
災
害
に

対
処
す
べ
く
耐
震
化
改
良
更
新
整
備
を

計
画
的
に
進
め
て
い
る
。

上下水道
課長

上
水
道
と
簡
易
水
道
を
合
わ
せ
た

総
延
長
に
対
す
る
耐
震
化
は
、
全

体
で
47
・
92 

%
、
上
水
道
が
31
・

8
%
、
簡
易
水
道
16
・
8
%

と
な
っ
て
お

り
令
和
6
年
度
末
に
は
概
ね
目
標
の
56 

%

を
達
成
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

問

町
内
の
上
水
道
、
簡
易
水
道
の
管

路
の
経
年
劣
化
と
推
定
さ
れ
る
漏

水
件
数
お
よ
び
管
路
等
の
修
繕
費
は
年

間
ど
の
程
度
あ
る
の
か
。

上下水道
課長

過
去
3
年
間
で
漏
水
は
26
件
発
生

し
て
お
り
、
こ
れ
に
伴
う
修
繕
件

数
は
年
平
均
8
件
程
度
で
修
繕
費

は
年
平
均
、
約

3
0
0

万
円
程
度
と

な
っ
て
い
る
。

問

送
水
上
水
道
エ
リ
ア
拡
大
計
画
で

菅
浜
配
管
工
事
は
令
和
7

年
の
簡

水
統
合
運
用
に
間
に
合
う
の
か
。

上下水道
課長

全
長
約

5
7
0
0
m

の
約
3
割

相
当
の
進
捗
状
況
で
令
和
7
年
の

統
合
運
用
に
向
け
鋭
意
事
業
を
進

め
て
行
き
た
い
。

問

現
状
の
菅
浜
区
の
簡
易
水
道
事
業

に
お
い
て
は
、
旅
館
業
の
大
幅
な

減
少
と
人
口
減
少
の
中
で
簡
水
統
合
運

営
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

上下水道
課長

菅
浜
の
簡
易
水
道
の
水
源
は
、
主

と
し
て
谷
川
水
源
、
従
と
し
て
井

戸
、
補
助
水
源
と
し
て
湧
水
を
使

用
し
て
い
る
。
悪
天
候
時
に
は
、
谷
川

問

今
日
ま
で
の
我
が
町
へ
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
若
者
の
定
着
率
と
自

治
体
に
於
け
る
成
果
は
。

町長

若
い
方
の
新
た
な
発
想
や
視
点
を

町
づ
く
り
に
生
か
す
こ
と
が
非
常

に
重
要
で
あ
り
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
と
も
町
づ
く
り

へ
の
参
画
と
定
住
に
向
け
た
取
組
み
を

し
っ
か
り
と
進
め
て
行
き
た
い
。

まちづくり
推進課長

現
在
、
２
名
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
が
活
動
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

に
５
人
の
隊
員
を
受
入
れ
て
い

る
。
退
任
後
も
本
町
に
移
住
し
た
方
は

２
名
で
、
任
期
中
は
、
教
育
旅
行
や
体

験
型
観
光
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務
、

空
き
家
等
の
利
活
用
促
進
等
に
取
組
ん

で
頂
い
た
。

水
源
の
濁
水
に
よ
り
飲
料
水
の
濁
度
上

昇
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
上
水
道
と

統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
安
心
・
安
全
で

安
定
し
た
飲
料
水
の
供
給
を
図
る
事
が

で
き
る
。

問

総
務
省
で
は
２
０
２
１
年
度
に
併

設
を
計
画
し
て
い
る
「
協
力
隊
マ

ネ
ジ
ャ
ー
」
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り

良
好
な
支
援
活
動
で
き
る
と
言
っ
て
い

る
が
町
と
し
て
採
用
の
考
え
は
。

まちづくり
推進課長

協
力
隊
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
は
、
主
に

隊
員
の
ま
と
め
役
や
活
動
の
責
任

者
を
担
う
専
門
性
の
高
い
職
で
現

在
、
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
国
の
動

向
を
注
視
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

新
・
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
工
事
状
況
は
！

答 

令
和
7
年
度
の
統
合
運
用
に
向
け
進
渉
中
で
あ
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
美
浜
町
へ
の
定
住
促
進
は
！

答 

今
後
共
積
極
的
に
町
づ
く
り
に
取
り
入
れ
て
行
く
！

新・美浜町水道ビジョン

向
を
注
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
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今
年
の
2
月
頃
か
ら
、
世
界
中
に

お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
発

生
し
、
国
内
に
お
い
て
も
特
に
5
月

頃
か
ら
感
染
拡
大
が
広
が
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
議
会
に
お
い
て
は

研
修
会
の
中
止
、
ま
た
県
外
視
察
研

修
の
計
画
で
は
、
感
染
拡
大
を
懸
念

す
る
相
手
方
か
ら
受
け
入
れ
を
拒
ま

れ
る
な
ど
、
大
変
苦
慮
し
ま
し
た
。

9
月
に
入
り
県
内
で
は
、
感
染
が
小

康
状
態
に
入
り
、
各
学
校
で
は
縮
小
し

て
の
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
が
戻
っ
て
き
た
よ
う
な
気
が

い
た
し
ま
す
。
都
会
で
生
活
さ
れ
て
い

る
方
も
彼
岸
で
先
祖
の
墓
参
り
に
帰
省

し
、
だ
ん
だ
ん
と
都
会
か
ら
移
動
し
て

く
る
人
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
一
日

も
早
く
コ
ロ
ナ
の
完
全
終
息
を
願
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。　
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